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 主 論 文 
 
Evaluation of an experience-based program to understand the concept of recovery among 





















 参加者の募集は，岡山市内にある精神科病棟を有する 5 施設の看護師を対象に実施し
た。施設の看護部長を介してリカバリーに関する予備調査票を 645 通配布し，181 通の
回答が返送された（回収率 28.0%）。その中で，精神科臨床経験 3 年以上を条件とした
プログラム参加の応募は，12 人であった。プログラム初日は 12 人から開始し，最終日








の知識や姿勢，態度などの測定に開発された 7-item Recovery Attitudes Questionnaire：
RAQ-7（Borkin， Steffen， Krzton， Wishnick， & Yangarber， 2000）と Recovery Knowledge 
Inventory：RKI（Bedregal， O’Connell， & Davidson，  2006）の日本語版を使用し，
プログラム開始と終了時に測定した。分析は Wilcoxon 検定（有意水準は 5％）とした。










 参加者の属性は，男性 1 人女性 8 人，平均年齢 40.56 歳（27-46 歳），精神科での臨床
経験期間は平均 123.78 ヶ月（56-240 ヶ月）であった。プログラム前の参加者は，リカ
バリーについて見たり聞いたりしたことが「ある」のは 5 人（55.6％），「ない」のは 4
人（44.4％），おおよそ理解できていると「思う」のは 2 人（22.0％），「思わない」のは
7 人（88.0％）であった。 
 RKI は，プログラム前平均値 3.41（SD0.28），プログラム後平均値 3.69（SD0.24）で
有意な差があった（中央値：前 3.35，後 3.70，p＝.004）。RAQ-7 では有意差はなかった。
















 参加者のプログラム後の RKI は有意に高く，体験記述からは，当事者らによる先行
研究で定義された“The 10 Fundamental a Components of Recovery”（Substance Abuse & 
































 副 論 文 
 
ACT プログラムを受けた精神疾患を有する人の家族の思いの変化 
 
[要旨] 
 包括型地域生活支援プログラム（ACT）を受けた精神疾患を有する本人の家族を対象
に，半構造化面接法によるインタビューを行った。質的記述的研究デザインを用いた縦
続比較的コード化とカテゴリー化を行い，家族の思いの全体像を示した。結果，［寄り
添う人々がいることを感じる］ことにより［ありのままでいよう］と変化する過程が明
らかにされた。その具体的な変化は，［忘れられない苦しみ］や［老いていくことの不
安］がありながらも，家族自身に［寄り添う人々がいることを感じる］ことで，［誰に
も言わずに耐えてきた本人の悲しみを感じる］共感的な思いが生じ，さらに［こころの
病気だからと理解していく］，［こころの病気に諦めをつけていく］ことで，［生活のた
めの薬を続けてほしい］という思いや，［こころの病気の人と在る］という思いの過程
であった。家族支援として，家族の思いを肯定的に変化させる関係形成への示唆が得ら
れた。 
